
校
庭
の
木
の
葉
が
色
変
わ
り
を
は
じ
め
、
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
時
節
と
な
り
ま
し
た
。 

中
国
・唐
代
の
文
人
で
あ
る
韓
愈
（
か
ん
ゆ
）

が
残
し
た
詩
の
中
に
「燈
火
（と
う
か
）
親
し
む

べ
し
」と
い
う
一
節
が
あ
り
、
「
秋
の
夜
は
涼
し

さ
が
気
持
ち
良
く
、
あ
か
り
（灯
光
）で
読
書

を
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い
」と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
言
葉
が
、
読
書
の
秋
の
由
来
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

さ
て
、
活
字
離
れ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
久

し
い
の
で
す
が
、
本
来
、
子
供
た
ち
は
、
読
書
好

き
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
活
字
離
れ

が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
簡
単
に
情
報
が
手
に
入
る
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
生
活
習
慣
が
多
様
化
し
て
い
る

か
ら
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
が
影
響
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
「
読
書
離
れ
」
が
起
き
て
も
不
思
議

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
の
素
晴
ら
し
さ
と
は
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
情
報
が
こ
ん
な
に
あ
ふ
れ
て
い
る
時
代
に
、

そ
れ
で
も
ま
だ
一
冊
の
本
を
手
に
取
る
意
味
っ

て
何
で
し
ょ
う
。 

私
た
ち
が
読
ん
だ
り
観
た
り
す
る
情
報
を
ス

ト
ッ
ク
、
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
よ
い
書
籍
の
中
に
は
ひ
と
つ
の
大
き

な
世
界
観
が
あ
り
、
こ
の
世
界
が
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
を
、
全
力
で
私
た
ち
に
伝

え
て
く
れ
ま
す
。
本
の
世
界
は
私
た
ち
の
心
の

中
に
静
か
に
定
着
し
、
考
え
の
土
台
を
作
っ
て

く
れ
る
の
で
す
。
読
書
は
知
識
を
蓄
え
、
感
覚

を
磨
き
、
考
え
る
力
を
養
う
だ
け
で
な
く
、
視

野
を
広
げ
、
想
像
力
を
鍛
え
ま
す
。
本
を
読

む
意
味
と
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

読
書
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
と

は
、
「
読
み
聞
か
せ
を
す
る
」「大
人
が
読
書
し

て
モ
デ
ル
を
示
す
」
「適
当
な
本
を
紹
介
し
た
り

図
書
館
に
連
れ
て
行
っ
た
り
す
る
」「名
作
と

学
習
の
関
連
だ
け
に
限
定
し
な
い
で
広
く
読
ま

せ
る
」
な
ど
、
本
と
の
出
会
い
を
演
出
し
て
、
読

書
機
会
の
拡
大
と
目
的
を
も
た
せ
る
工
夫
、

さ
ら
に
、
何
に
も
増
し
て
周
り
の
大
人
が
読
書

好
き
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

現
在
、
本
校
も
読
書
旬
間
中
で
す
。
読
書
の

秋
を
機
会
に
、
た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
え
る
秋

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

さ
て
、
先
日
行
わ
れ
た
開
校
八
十
周
年
記

念
運
動
会
。
子
供
た
ち
が
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
き
、

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
練
習
し
て
い
る
姿
は
と
て

も
美
し
く
た
く
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。
子
供
た

ち
の
ひ
た
む
き
な
姿
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ

た
の
で
す
。 

 

最
も
大
事
な
こ
と
は
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と

で
す
。
運
動
会
が
終
わ
っ
て
、
「
頑
張
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
」
「頑
張
る
姿
は
か
っ
こ
い

い
。
」
き
っ
と
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
子
供
た
ち
は

も
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

苦
し
く
て
も
頑
張
っ
た
こ
と
を
認
め
て
も
ら

え
た
子
供
は
、
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。
達
成
感

は
、
自
信
や
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

自
信
や
意
欲
を
も
っ
た
子
供
は
、
ま
た
、
次
の

活
動
で
一
所
懸
命
頑
張
り
、
ま
た
達
成
感
を

も
ち
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
運
動
会
は
、
子
供
た
ち
の
心
根

を
深
く
し
、
心
の
中
の
土
を
耕
し
、
肥
料
を
与

え
、
成
長
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
拍
手
と
ご

声
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           

 

「
読
書
の
す
す
め
」 

 

副
校
長 

幸
田 

達
也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No．４４０ 

令和５年 10 月31日 

練馬第二小学校 

校長 濱中 一 

十
月
の
朝
会
よ
り 

 

○
先
週
は
中
秋
の
名
月
。
澄
ん
だ
秋
の
空
に
美
し
い

月
が
見
え
た
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
十
五
夜
よ
り
も
次

の
夜
の
方
が
美
し
い
月
と
言
わ
れ
、
女
の
子
が
生

ま
れ
る
と
『
十
六
夜(

い
ざ
よ
い)

』
と
昔
は
よ
く
名

付
け
た
と
の
こ
と
。 

〇
近
隣
の
幼
稚
園
、
保
育
園
で
運
動
会
が
行
わ
れ
て

い
る
。
今
週
末
は
練
二
小
の
『
開
校
八
十
周
年
記
念

運
動
会
』。
全
力
で
走
り
、
堂
々
と
演
技
し
て
、
観

に
き
た
人
を
笑
顔
に
し
よ
う
。 

〇
運
動
会
。
六
年
生
が
係
活
動
で
学
校
全
体
を
支
え

て
く
れ
た
。
お
う
ち
の
人
が
君
た
ち
を
見
守
り
励

ま
し
て
く
れ
た
。
町
会
の
方
々
が
準
備
片
づ
け
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々

が
、
当
日
の
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ
た
。
た
く
さ
ん

の
方
の
お
か
げ
で
、
君
た
ち
は
力
を
出
し
切
れ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
よ
う
。 

〇
残
念
な
が
ら
、
練
二
小
で
い
じ
め
が
起
き
た
。
言
葉

の
暴
力
、
直
接
の
暴
力
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
黙

っ
て
見
て
い
る
の
は
い
じ
め
。
知
っ
て
い
て
何
も

し
な
い
も
の
も
い
じ
め
。
つ
ら
い
こ
と
は
先
生
に

相
談
し
よ
う
。
担
任
で
も
、
学
年
で
も
、
専
科
で
も
、

支
援
員
相
談
員
で
も
、
校
長
・
副
校
長
で
も
い
い
。

練
二
小
の
先
生
た
ち
は
、
君
た
ち
の
話
を
し
っ
か

り
聞
い
て
相
談
に
乗
り
ま
す
。 

 

十
一
月
の
生
活
目
標 

健
康
に
気
を
つ
け
よ
う
。 

・
手
洗
い
、
う
が
い
を
す
る
。 

・
休
み
時
間
は
、
外
で
元
気
よ
く
遊
ぶ
。 

 

 



日 曜 
時
程 

朝
会 学校行事 心 

S
C 

１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

５
年 

６
年 

1 水 B  遠足（1,2 年） ★  5 5 5 5 5 5 

2 木 A 読  ★  5 5 6 6 6 6 

3 金   文化の日         
４ 土             
５ 日            

６ 月 A 安 お話の会（5,6 年）委員会活動 ★  5 5 5 ５ 6 6 

７ 火 A 読 お話の会(3 年),４技能検定(6 年)   5 5 6 6 6 6 

8 水 B  
就学時健診 
ＧＩＡＮＴＳアカデミー（4年） ★ ☆ 4 4 4 4 4 4 

9 木 A 読 
展覧会特別時間割始 
社会科見学(5 年) ★  5 5 6 6 6 6 

10 金 A 読 
読書旬間終  
遠足予備日（1，2年） ★  4 5 5 6 6 6 

11 土 A 算 

学校公開(3 時間授業) 
情報モラル講習会 
（2校時 3年、3校時 5年） 

  3 3 3 3 3 3 

12 日            

13 月 A 全 落語教室（6 年）クラブ活動 ★  5 5 5 ６ ６ ６ 

14 火 B  避難訓練  ☆ 5 5 6 6 6 6 

15 水 B   ★  5 5 6 6 6 6 

16 木 A 音 展覧会準備のため 5時間授業 ★  5 5 5 5 5 5 

17 金 B  展覧会準備のため 5時間授業 ★  4 5 5 5 5 5 
18 土            
19 日            

20 月 A 全 展覧会会場準備（6 年、6校時） ★  5 5 5 5 5 6 

21 火 A 集    5 5 6 6 6 6 

22 水 B  5 時間授業 前日準備 ★  5 5 5 5 5 5 
23 木   勤労感謝の日         

24 金 B  展覧会(児童鑑賞日) ★  4 5 5 6 6 6 

25 土 B  
展覧会(保護者鑑賞日) 
給食あり 

★  5 5 5 5 5 5 

26 日            
27 月   振替休業日         

28 火 A 全 
5 時間授業 作品搬出（全） 
展覧会片付け（5年、6校時） 

 ☆ 5 5 5 5 6 5 

29 水 B  練馬区算数部研究授業（3-2,5 校時） ★  4 4 4 4 4 4 

30 木 A 運 
なわとび月間始 
なわとび教室（6，2，5年） 
練二教師塾研究授業（4-1、6 校時） 

★  5 5 5 5 5 5 

  

【下校時刻】 

◎Ａ時程  

４時間 13:10 下校 

５時間 14:35 下校 

６時間 15:25 下校 

◎Ｂ時程  

４時間 12:55 下校 

５時間 14:00 下校 

６時間 14:50 下校 

◎土曜日 11:40 下校 

☆SC(スクールカウンセラー)訪問日 

★心のふれあい相談員訪問日 

「展覧会に向けて」 

            学芸的行事部 

平成３１年度以来４年ぶりに展覧会が行われます。

今年度のテーマは、「個性きらめく練二ミュージアム」

です。展覧会に向けて、どの学年も４月から少しずつ準

備を重ねてきました。保護者の皆様には、材料や用具の

準備にご協力いただきありがとうございました。当日

は中央昇降口、廊下、体育館、会議室に、たくさんの作

品を展示します。また、６年生が解説を行う「子供ガイ

ド」も企画しています。作品作りの工夫や頑張ったこと

など、ぜひお話を聞いてみてください。当日は皆様でお

越しいただき、子供たちの魅力的な作品に触れていた

だければと思います。 

展覧会のお知らせ 

 

１１月２４日（金） 

１４：４５～１６：３０ 

１１月２５日（土）   

８：４０～１６：３０（両

日とも受付１６：１５まで） 

両日ともに児童は通常通り

集団登校、通常授業（Ｂ時

程）です。詳細は別紙お知

らせとプログラムをご覧く

ださい。 

帰宅後の外出について 

 日が暮れる時間が早く

なりました。安全のために

次の約束をお子さんと再

度確認してください。 

□どこで、だれと、いつま

で遊ぶのか、お家の人に伝

える。 

□夕べの音楽（夕焼けチャ

イム）が鳴ったら家に帰

る。 

「芸術鑑賞教室を終えて」 

            学芸的行事部 

今年度の芸術鑑賞教室は、「荒馬座」のみなさん

に、日本各地の民族芸能を披露していただきまし

た。運動会の演目になっている「エイサー」や「ソ

ーラン節」もあり、子供たちは興味深く見ていまし

た。また、獅子舞に頭をかんでもらったり、「荒馬

踊り」では「ラッセラー」と声を掛け合ったり、一

緒にお祭りに参加している気分を味わうこともで

きました。 

祭りの中で育まれてきた芸能は、労働や暮らし、

生きる喜びと結びついていることを知り、貴重な

体験となりました。 

 


